
令和7年度補正予算 地域の事業者間連携を通じた物流生産性向上推進事業

【事業実施背景】
長距離陸送に依存する南九州の定温物流は、本州との陸路結節点が関門海峡の1箇所に集中しており、
長距離ドライバーの不足や災害時の寸断リスクを抱えている。
こうした課題に対応するため、九州に点在する空港網を活用した新たな定温物流網の構築が求められている。

南九州BCP・新モーダルシフト実証プロジェクト

事業概要

事業内容

協議会名：えびの市基点・九州業種横断BCP新モーダルシフト定温物流協議会

電源不要の高断熱リターナブル物流容器と航空網を活用し、平時の
異業種共同輸送と災害時の代替空輸ルートを実証するとともに、サ
プライチェーンを途絶させない強靱な新モーダルシフトによる共同
定温物流モデルを構築する。

Point

協議会構成員
宮崎県えびの市、トランコム株式会社、江崎グリコ株式会社、
株式会社丸正フーズ、株式会社ANA Cargo

【事業実施による効果および目標】
○異業種共同の定温物流と柔軟性を持つ新モーダルシフト
を実証し、平時の効率化と強靭なBCPを両立する、これか
らの地域物流の標準となる「えびのモデル」を構築する。
○事業効果は、物流効率化、環境負荷低減、ドライバー負荷
軽減及びBCP対応力の４つの観点から、下表のKPIにより
定量的に検証する。

想定事業実施効果

積載率
（異業種共同）

40ポイント向上

CO2排出量
（新モーダルシフト）

約50％削減

ドライバー拘束時間削減率
（1運行あたり）

80％削減

BCP対応力
（代替ルート再構築期間）

12時間以内
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